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シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 02

社会課題解決とともに成長する企業



印刷の注意点（2in1）

（１）赤枠の「複数」ボタンを押してください

（２）赤枠プルダウンから「横（右から左）」を選択してください



経済産業省近畿経済産業局は、近畿2府5県（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵

庫県、奈良県、和歌山県）における経済産業施策の総合的な窓口機関として年間1,000

件以上、地域企業の実態把握や施策立案のための企業訪問を行っています。

関西はものづくりからサービスまで進取の気風をもって、特色や強みを備えた彩り

豊かな企業が多数立地しています。その中にはエンドユーザーの目に届くことが少ない

加工産業や、部品製造で独自技術をもって果敢に挑戦する「おもしろい」企業がたくさ

んあります。そんな企業に出会えることも私たちの強みの一つです。

当局では、そんな企業の挑戦を、より良い未来を見据えた変化への「兆し」と捉え、

広く世の中にその兆しを届けるために「KIZASHI [関西おもしろ企業事例集 - 企業

訪問から見える新たな兆（きざし）]」として、作成、公表しています。

「兆：KIZASHI 」について

今回の「KIZASHI vol.19」では、「社会課題の解決とともに成長する企業 - シリー

ズ：2025の先に待つ未来を描く 02 -」をお届けします。

現在、私たちは、人口減少による労働者不足、地球温暖化にかかる異常気象や気候変

動、資源不足によるエネルギー問題など様々な社会課題を抱えています。これらは一朝

一夕で解決することが困難で、近畿経済産業局においても、社会課題解決に向けたイノ

ベーション創出を支援すべく、関西に所在する国の支援機関と共に「関西・共創の森」

を結成し、研究開発から実用化・事業化を支援しています。

そうした中、今回は、｢健康で豊かな未来を創りたい｣という熱いパッションを持ち、

社会課題解決に果敢に挑む企業を特集しました。

エネルギーからヘルスケア、測位技術など、8社の熱い想い・技術が｢カタチ｣となっ

て描く未来の片鱗を、是非手に取ってご覧ください。

2022年12月

近畿経済産業局 イノベーション推進室

中小企業政策調査課
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KIZASHI
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イ
オ
ン
液
体
電
池
の
技
術
を
活
か
し

た
関
西
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

株
式
会
社
ア
イ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
イ

ト
は
、
関
西
大
学
の
石
川
正
司
教
授
が

「
イ
オ
ン
液
体
電
池
」
の
技
術
を
核
に

２
０
１
４
年
４
月
に
立
ち
上
げ
た
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
。

石
川
教
授
が
２
０
０

５
年
に
初
め
て
作
動
を
確
認
し
た
、
通

常
の
電
解
液
の
代
わ
り
に
「
イ
オ
ン
液

体
」
を
用
い
る
こ
と
で
揮
発
成
分
・
引

火
成
分
を
一
切
排
除
し
、
宇
宙
用
電
池

で
不
可
欠
で
あ
っ
た
堅
牢
な
外
装
を
不

要
と
し
、
か
つ
軽
量
で
薄
く
コ
ン
パ
ク

ト
な
蓄
電
池
を
開
発
し
て
い
る
。

幅広い温度で利用可能なLIBが切り開く新たな用途展開

同社が開発したイオン液体電池

株式会社アイ・エレクトロライト
代表取締役社長兼 COO 阿部 一雄
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株式会社アイ・エレクトロライト
・設立：2014年
・資本金：6,210万円
・従業員数：10名

・代表取締役兼COO 阿部 一雄
・事業内容：電気化学デバイスの実用化､天然高分子材料を利用した電池用部材の販売
・所在地：大阪府吹田市山手町3丁目3番35号 関西大学イノベーション創生センター309号室
・URL：https://ielectrolyte.net/

研究イメージ
JAXA SS-520 5号機 ロケットに搭載

（2018年）

２
０
１
４
年
６
月
に
は
宇
宙
用
イ
オ

ン
液
体
電
池
と
し
て
開
発
に
成
功
し
、

人
工
衛
星
「
ほ
ど
よ
し
3

号
」
に
搭
載

さ
れ
る
な
ど
、
超
高
真
空
の
宇
宙
空
間

で
も
安
定
作
動
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

宇
宙
用
電
池
と
し
て
利
用
可
能
な
電
池

で
あ
る
こ
と
も
実
証
。
従
来
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
（L

IB

）
で
は
実

現
が
難
し
い
状
況
に
お
い
て
も
電
力
供

給
可
能
な
状
態
を
作
り
出
し
て
い
る
同

社
の
代
表
、
阿
部
一
雄
氏
に
お
話
を

伺
っ
た
。

蓄
電
池
技
術
で
世
界
を
持
続
可
能
に

す
るリ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
デ
バ
イ
ス
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な

ど
小
型
・
薄
型
化
す
る
電
子
機
器
を
は

じ
め
、E

V

（
電
気
自
動
車
）
・H

E
V

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
）
の
車
載
用

バ
ッ
テ
リ
ー
、
住
宅
用
の
太
陽
光
発

電
・
燃
料
電
池
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
な
ど

に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
最
高
許
容
周
囲

温
度
は
「
45

度
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
使
用
で
き
る
範
囲
の
制
限

や
、
そ
の
温
度
帯
に
収
ま
る
設
備
等
が

必
要
と
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
な
が
ら
同
社
技
術
を
活
か
し

た
イ
オ
ン
液
体
電
池
は
、
消
防
法
で
も

難
燃
剤
と
さ
れ
て
い
る
イ
オ
ン
液
体
を

電
解
液
の
代
替
と
す
る
た
め
マ
イ
ナ
ス

40

度~

80

度
の
環
境
下
で
も
作
動
可
能
。

２
０
２
２
年
７
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

JA
X

A

観
測
ロ
ケ
ッ
ト
に
も
採
用
さ
れ
た
。

宇
宙
空
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
電
池
に

必
要
で
あ
っ
た
堅
牢
な
外
装
が
不
要
に

な
り
、
地
球
周
回
軌
道
上
で
の
充
放
電

試
験
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。

用
途
可
能
性
の
広
が
り
で
実
現
を
目

指
す
量
産
化

イ
オ
ン
液
体
は
粘
度
が
高
く
、
十
分

な
充
放
電
性
能
を
得
ら
れ
ず
、
実
用
化

は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
石
川
教

授
が
確
立
し
た
イ
オ
ン
液
体
電
解
液
で

あ
れ
ば

、
高
い
電
池
特
性
を
引
き
出
す

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
今
後
の
様
々
な

用
途
可
能
性
が
広
が
る
。
過
酷
な
宇
宙

環
境
へ
の
応
用
の
み
な
ら
ず
、
地
上
で

の
用
途
展
開
を
見
越
し
て
、
こ
れ
ま
で

温
度
面
等
で
活
用
が
見
送
ら
れ
て
い
た

と
想
定
さ
れ
る
市
場
の
開
拓
（
潜
在
顧

客
の
発
掘
）
に
取
り
組
み
、
規
模
の
経

済
を
働
か
せ
る
こ
と
で
課
題
解
決
を
目

指
し
て
い
る
。

今
後
、
同
社
の
こ
う
し
た
活
動
が
現

在
のL

IB

で
は
活
用
が
想
定
で
き
な
い
さ

ら
な
る
潜
在
顧
客
の
発
掘
と
国
内
電
池

産
業
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。



＃ナノセラミック分離膜 ＃小型化 #液体燃料

イーセップ株式会社
KIZASHI
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ナ
ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
分
離
膜
技
術
で

脱
炭
素
に
貢
献

現
在
の
化
学
工
場
に
お
け
る
生
成
物

の
分
離
精
製
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
大
規
模

な
プ
ラ
ン
ト
で
の
加
熱
・
冷
却
を
何
度

も
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
た
め
、
大
量

の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
デ
バ
イ
ス
が
超

大
型
か
ら
小
型
へ
と
進
化
し
た
よ
う
に
、

「
化
学
プ
ロ
セ
ス
も
プ
ラ
ン
ト
を
小
型

化
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
に
貢
献
で
き
な

い
か
。
」
そ
う
し
た
考
え
の
下
、
ナ
ノ

セ
ラ
ミ
ッ
ク
分
離
膜
（※

１
）
技
術
を

活
用
し
、
化
学
プ
ロ
セ
ス
（
反
応
・
分

離
）
の
小
規
模
化
・
省
エ
ネ
化
を
目
指

し
て
い
る
の
が
イ
ー
セ
ッ
プ
株
式
会
社

だ
。今

回
は
、
ナ
ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
分
離
膜

技
術
で
省
エ
ネ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
挑

む
代
表
取
締
役
社
長

澤
村
健
一
氏
に
お

話
を
伺
っ
た
。

ナノセラミック分離膜技術で
カーボンニュートラル社会の実現を

イーセップ株式会社 代表取締役社長 澤村 健一

（※１）ナノセラミック分離膜
膜孔径をナノレベル(nm(ナノメートル)は10億分の1メートル)で精密制御したセラミック分離膜

シリカ系分離膜
長さ：400mm 

両端部保護シール付き標準品
膜孔：2~10nm



②

「e
-fu

e
l

」
の
高
効
率
精
製

～
Ｃ
Ｏ
２
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
つ
く
る
～

ま
た
、
同
社
は
、
未
利
用
の
間
伐
材
な

ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
水
の
電
気
分
解
か
ら

生
ま
れ
る
Ｈ
２
（
水
素
）
と
回
収
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
か
ら
液
体
合
成
燃
料

「e
-fu

e
l

」
を
精
製
す
る
事
業
に
も
注
力

し
て
い
る
。

従
来
技
術
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
か
らe

-fu
e
l

を
作
る
工
程
の
反
応
率
が
低
く
、
生
成
さ

れ
る
水
を
除
去
す
る
に
は
、
複
雑
で
大
き

な
設
備
が
必
要
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
な

ど
の
課
題
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
、
株
式

会
社
や
ま
び
こ(
東
京
都
青
梅
市)

と
共
同

研
究
開
発
契
約
を
締
結
し
、
同
社
の
ナ
ノ

セ
ラ
ミ
ッ
ク
分
離
膜
技
術
を
活
用
し
、
や

ま
び
こ
社
の
主
力
製
品
で
あ
る
小
型
屋
外

作
業
機
械
に
搭
載
す
る
エ
ン
ジ
ン
駆
動
を

実
証
と
し
て
、
効
率
的
に
Ｃ
Ｏ
２
か
らe

-

fu
e
l

（
ガ
ソ
リ
ン
）
を
生
成
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
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イーセップ株式会社
・設立：2013年
・資本金：２億2300万円
・従業員数：26名

・代表取締役社長 澤村 健一
・事業内容：ナノセラミック分離膜技術の開発およびその関連機器・システム等の提供
・所在地：京都府相楽郡精華町精華台7丁目5番地1
・URL：https://esep.kyoto/

「
簡
単
」
「
エ
コ
」
「
高
効
率
」
な
分

離
で
み
ん
な
が
ス
マ
イ
ル
な
未
来
へ

澤
村
社
長
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
は
、
「
経
済
性
も
重
要
な
要

素
」
だ
と
語
る
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
人
材
の
積
極
活
用
や
外
国

人
人
材
の
活
用
も
同
社
の
特
長
の
一
つ
だ
。

同
社
は
、
定
年
退
職
後
の
経
験
豊
富
な
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
シ
ニ
ア
人
材
を
積
極
的
に
登
用
し

て
い
る
ほ
か
、
海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
、

留
学
生
や
外
国
技
術
者
も
採
用
す
る
な
ど
、

多
様
な
人
材
が
活
躍
し
て
い
る
。

イ
ー
セ
ッ
プ
は
、
会
社
ロ
ゴ
の
よ
う
に
簡

単(e
a
s
y)

、
エ
コ(e

c
o
)

、
高
効
率

(e
ffic

ie
n

t)

な
分
離(s

e
p

a
ra

tio
n

)

を
追
究

し
、
み
ん
な
が
笑
え
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
同
社
は
奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
大

学
等
と
連
携
し
な
が
ら
開
発
を
進
め
、
高

温
耐
久
性
に
優
れ
た
ナ
ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
分

離
膜
の
製
品
化
に
成
功
。
廃
棄
溶
剤
の
大

幅
な
削
減
や
、
原
料
と
な
る
化
石
燃
料
の

節
約
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
、
今
後
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
を
１
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、e

-

fu
e
l

の
製
造
実
証
や
、
製
造
し
たe

-fu
e
l

を

用
い
た
車
両
試
運
転
な
ど
、
実
証
を
重
ね
て

い
く
予
定
だ
。

ま
た
、
や
ま
び
こ
社
と
の
連
携
はe

-fu
e
l

の
合
成
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
水
電
解
に
よ
る
水
素

と
回
収
Ｃ
Ｏ
２
を
用
い
て
合
成
す
る
方
法
の

み
な
ら
ず
、
現
状
未
利
用
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
林
地
残
材
を
用
い
た
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
方
法
も
構
想
し

て
お
り
、
今
後
の
進
捗
が
楽
し
み
だ
。

ナ
ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
分
離
膜
が
叶
え
る
プ

ラ
ン
ト
の
小
型
化
・
省
エ
ネ
化

同
社
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

う
ち
、
今
回
は
次
の
２
つ
を
紹
介
し
た

い
。

①
化
学
溶
剤
の
リ
サ
イ
ク
ル

化
学
プ
ラ
ン
ト
で
は
現
状
、
大
規
模

な
プ
ラ
ン
ト
に
よ
り
加
熱
・
冷
却
を
繰

り
返
す
こ
と
で
化
学
溶
剤
か
ら
水
分
を

取
り
出
し
、
化
学
物
質
の
分
離
を
行
っ

て
い
る
が
、
使
用
さ
れ
た
化
学
溶
剤
の

う
ち
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
は

１
～
２
割
程
度
に
と
ど
ま
る
。

そ
こ
で
、
所
望
の
分
子
の
み
を
選
択

的
に
膜
透
過
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
同

社
の
「
ナ
ノ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
分
離
膜
」
を

用
い
て
化
学
物
質
の
分
離
を
行
う
こ
と

で
、
従
来
生
成
過
程
で
必
要
で
あ
っ
た

加
熱
・
冷
却
作
業
の
省
力
化
に
繋
が
り
、

プ
ラ
ン
ト
の
小
型
化
に
繋
が
る
技
術
の

実
用
化
へ
の
道
筋
を
拓
く
こ
と
に
繋

が
っ
た
。

実
は
、
こ
の
分
離
膜
技
術
は
30

年

以
上
も
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の

の
、
分
離
膜
は
高
熱
に
よ
っ
て
溶
け
て

し
ま
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て

い
た
。
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株式会社EX-Fusion
KIZASHI

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
見
据
え
た

「
核
融
合
発
電
」

株
式
会
社E

X
-F

u
s
io

n

は
、
レ
ー

ザ
ー
に
よ
り
発
生
さ
せ
た
核
融
合(※

１)

反
応
に
よ
っ
て
発
電
す
る
「
核
融
合

発
電
」
の
実
現
に
挑
戦
す
る
大
阪
大
学

発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
。
こ
の
技
術
は

大
阪
大
学
レ
ー
ザ
ー
科
学
研
究
所
を
中

心
と
し
て
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。核

融
合
は
、
太
陽
を
は
じ
め
と
す
る

宇
宙
の
星
々
が
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
源
。

太
陽
が
誕
生
し
た
の
は
46

億

年
前
だ
が
、
今
も
約

億
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
先
の
地
球
を
照
ら
し
続
け
て
い
る
。

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
時
間
に
わ

た
っ
て
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

し
続
け
る
太
陽
で
起
き
て
い
る
現
象
を
、

人
類
の
手
で
生
み
出
し
、
発
電
等
に
使

用
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
が
、
核
融
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
。
こ
の
た
め
、

「
地
上
に
太
陽
を
つ
く
る
」
研
究
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

今
回
は
こ
の
大
阪
大
学
発
の
技
術
を

社
会
実
装
す
べ
く
起
業
し
た
同
社
の
代

表
、
松
尾
一
輝
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

レーザー核融合技術でクリーンエネルギーの実現

株式会社EX-Fusion
代表取締役CEO 松尾 一輝

7

（※１）核融合反応：水素のような軽い原子核どうしがくっついて（融合して）、ヘリウムなどのより重い原子核に変わること。
国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構ホームページより（https://www.qst.go.jp/site/jt60/4930.html）

（※２）日本物理学会若手奨励賞：日本物理学が行う将来の物理学を担う優秀な若手研究者の研究を奨励する制度。

（※３） Forbes JAPAN RISING STAR AWARD：創業3年目以内のスタートアップ起業家・経営陣を応援するためにForbes JAPAN が主催するアワード。

代表取締役CEO 松尾 一輝氏
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株式会社EX-Fusion
・設立：2021年
・資本金：6,865万円
・従業員数：10名

・代表取締役CEO 松尾 一輝
・事業内容：レーザー核融合商用炉の実現と関連技術の社会実装
・所在地：大阪府吹田市山田丘2-8 大阪大学テクノアライアンスC棟 C806
・URL： https://www.ex-fusion.com/ja

レーザー核融合と磁場閉じ込め核融合の違い

研究開発の様子

レ
ー
ザ
ー
核
融
合
と
は

レ
ー
ザ
ー
核
融
合
と
は
、
高
出
力

レ
ー
ザ
ー
で
重
水
素
と
三
重
水
素
の
混

合
物
を
高
密
度
に
圧
縮
し
、
高
温
度
に

加
熱
す
る
こ
と
で
核
融
合
反
応
を
瞬
間

的
に
起
こ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
手

法
。
低
密
度
の
燃
料
を
磁
場
容
器
に
長

時
間
閉
じ
込
め
て
核
融
合
反
応
を
起
こ

す
「
磁
場
閉
じ
込
め
核
融
合
」
と
比
し

て
、
負
荷
変
動
に
も
対
応
で
き
る
こ
と

か
ら
、
同
社
で
は
火
力
発
電
の
代
替
方

法
と
し
て
の
確
立
を
目
指
し
、
事
業
化

を
進
め
て
い
る
。

レ
ー
ザ
ー
核
融
合
商
用
炉
の

実
用
化
に
向
け
て

同
社
が
目
指
す
の
は
、
レ
ー
ザ
ー
核

融
合
技
術
を
活
か
し
た
商
用
炉
の
実
用

化
。
そ
の
上
で
現
在
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
①
核
融
合
反
応
発
生
効
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と

②
核
融
合
反
応
を
定

常
的
に
発
生
さ
せ
る(

10H
z

以
上)

こ
と

の
２
点
。
そ
の
た
め
に
、
将
来
の
レ
ー

ザ
ー
核
融
合
商
業
炉
の
基
盤
技
術
の
一

つ
で
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
連
続
供
給
装
置

と
レ
ー
ザ
ー
照
準
装
置
の
開
発
の
た
め

に
、
「A

N
R

I-G
R

E
E

N

1

号
投
資
事

業
有
限
責
任
組
合
」
及
び
「O

U
V

C

２

号
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
」
を
引
受

先
と
す
る
第
三
者
割
当
増
資
に
よ
り
、

合
計

億
円
の
資
金
調
達
を
実
施
。
日

本
を
拠
点
と
す
る
レ
ー
ザ
ー
核
融
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し

レ
ー
ザ
ー
核
融
合
関
連
技
術
を

活
か
し
た
社
会
実
装
を

商
用
炉
の
実
現
は
、
今
後
の
設
備
投

資
を
含
め
先
の
中
長
期
で
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
社

は
関
連
技
術
を
活
か
し
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
も
視
野
に
入
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
出
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
で
、
重
粒
子
線
治
療
や

レ
ー
ザ
ー
誘
雷
、
宇
宙
デ
ブ
リ
の
除
去

な
ど
、
半
導
体
、
加
工
技
術
、
災
害
対

策
、
医
療
、
宇
宙
開
発
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
多
様
な
社
会
課
題

解
決
に
繋
が
る
社
会
実
装
実
証
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

今
後
は
技
術
開
発
と
並
行
し
て
、
こ

う
し
た
事
業
展
開
に
お
け
る
協
業
パ
ー

ト
ナ
ー
を
求
め
る
た
め
、
認
知
度
の
向

上
に
も
余
念
が
無
い
。

今
年
度
、
創
業
者
の
松
尾
氏
が
第
17

回
日
本
物
理
学
会
若
手
奨
励
賞
（※

２
）
を
受
賞
、
会
社
と
し
て
もF

o
rb

e
s
 

JA
P

A
N

 R
IS

IN
G

 S
T

A
R

A
W

A
R

D

（※

３
）
な
ど
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
後
も

こ
う
し
た
場
で
の
活
躍
を
通
し
て
様
々

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
歩
み
を
進
め
る

同
社
の
成
長
が
楽
し
み
だ
。

8

て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
民
間

資
本
を
集
め
、
高
い
開
発
リ
ス
ク
を
受

け
入
れ
な
が
ら
、
実
用
化
に
必
要
な
技

術
開
発
を
加
速
し
て
い
く
。

1.3
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KIZASHI
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｢

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池｣

で

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
創
り
た
い

曇
り
で
も
、
室
内
で
も
、
環
境
を
選
ば
ず
発
電

す
る
「
ど
こ
で
も
電
源®

」
の
実
現
に
向
け
て
邁

進
し
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
あ
る
。
次
世
代

太
陽
電
池
の
大
本
命
で
あ
る
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
」
の
開
発
・
製
造
を
手
が
け
る
株
式
会

社
エ
ネ
コ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
だ
。

同
社
の
設
立
は
２
０
１
８
年
。
代
表
取
締
役
の

加
藤
氏
が
、
京
都
大
学
時
代
の
同
級
生
で
友
人
で

も
あ
る
若
宮
淳
志
教
授
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
に
つ
い
て
の
研
究

シ
ー
ズ
を
社
会
実
装
す
る
た
め
、
京
都
大
学
の
支

援
を
受
け
、
若
宮
教
授
と
と
も
に
設
立
し
た
。

同
社
が
掲
げ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

①
京
都
大
学
研
究
者
の
知
の
事
業
化
。
②
ペ
ロ
ブ

ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
に
よ
る
ど
こ
で
も
電
源
化
の

実
現
。
③
超
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決

へ
の
貢
献
。

環
境
保
護
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
の

実
現
に
向
け
、
薄
膜
太
陽
電
池
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

未
来
を
創
り
た
い
と
語
る
加
藤
氏
と

取
締
役
の
堀
内
保
氏
に

お
話
を
伺
っ
た
。

太陽光で超長期的なエネルギー問題の解決を！

株式会社エネコートテクノロジーズ
代表取締役 加藤 尚哉

加藤社長(左)と若宮教授(右)
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株式会社エネコートテクノロジーズ
・設立：2018年
・資本金：9,000万円
・従業員数：29名

・代表取締役 加藤 尚哉
・事業内容：ペロブスカイト太陽電池の開発、製造、販売など
・所在地：京都府久御山郡久御山町佐古外屋敷43-1
・URL：https://enecoat.com/

外
部
電
源
な
し
に
Ｃ
Ｏ
２
セ
ン
サ
ー
を

作
動
さ
せ
、
無
線
で
デ
ー
タ
を
送
信
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

同
社
は
セ
ン
サ
ー
、
ソ
ー
ラ
ー
時
計

な
ど
低
照
度
・
小
面
積
領
域
で
の
デ
バ

イ
ス
開
発
で
先
行
し
て
い
る
が
、
将
来

的
に
は
、
様
々
な
企
業
や
研
究
機
関
等

と
も
連
携
し
、
京
都
大
学
の
知
見
を
強

み
と
し
て
、
屋
上
発
電
、
宇
宙
開
発
等
、

高
照
度
・
大
面
積
領
域
で
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

身
の
回
り
か
ら
宇
宙
ま
で

ど
こ
で
も
発
電
可
能
な
未
来
を
実
現

こ
う
し
た
特
長
を
持
つ
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
は
、
様
々
な
用
途
で
の

活
用
が
可
能
で
あ
り
、
同
社
は
、
屋
内

用
デ
バ
イ
ス
か
ら
宇
宙
産
業
ま
で
幅
広

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
据
え
て
着
々
と
開

発
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
半
導
体
商
社
と

の
共
同
に
よ
り
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太

陽
電
池
を
用
い
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
２
セ
ン

サ
ー
端
末
の
開
発
に
成
功
。
屋
内
で
も

折り曲げても使えるペロブスカイト太陽電池パネル

ペロブスカイト太陽電池の製造プラント

薄
く
て
軽
い
、
折
り
曲
げ
て
も
使

え
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

現
在
普
及
し
て
い
る
太
陽
電
池
の

95

％
以
上
は
シ
リ
コ
ン
系
太
陽
電
池

が
占
め
る
が
、
任
意
の
場
所
に
材
料
を

塗
っ
て
作
れ
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
は
「
薄
い
」
「
軽
い
」
「
曲
げ
ら

れ
る
」
と
い
う
特
長
を
持
つ
。
そ
の
た

め
、
重
量
制
約
の
あ
る
屋
根
や
ビ
ル
の

壁
面
な
ど
既
存
の
技
術
で
は
設
置
が
難

し
か
っ
た
場
所
に
も
導
入
す
る
こ
と
が

可
能
。
ま
た
、
同
社
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
太
陽
電
池
は
、
曇
り
空
や
室
内
な
ど

の
低
照
度
で
も
発
電
で
き
、
高
い
発
電

性
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
塗
布
・
印
刷
プ
ロ
セ
ス

で
製
造
可
能
な
こ
と
、
低
温
で
の
製
造

が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
低
コ
ス
ト
で
製

造
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
製
造
工
程
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
抑
え
ら
れ
、

超
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決

を
目
指
し
て

現
在
の
我
が
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
大
半
は
化
石
燃
料
に
依
存
し

て
お
り
、
そ
の
な
か
で
も
石
油
の
割
合

が
最
も
高
い(

40

％
程
度)

。
し
か
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
中
東
地
域
か
ら
の
輸

入
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
安
定
的
な

供
給
が
続
い
て
い
く
か
と
い
う
懸
念
も

あ
る
。

そ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
し
、

加
藤
社
長
は
、
『
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太

陽
電
池
で
未
来
を
創
り
た
い
』
と
語
る
。

限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
中
で
、

無
限
の
太
陽
光
を
利
用
し
、
国
内
唯
一

の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
専
業
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
、
日
本
の
、
そ

し
て
世
界
の
未
来
を
照
ら
し
て
い
く
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
て
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
へ
の
期
待
は
高
い
。



＃メンタルセルフケア ＃アプリ #敢えての関西

emol株式会社
KIZASHI

11

精
神
疾
患
患
者
に
対
し
て
、
個
々
人

に
適
し
た
治
療
を
提
供
し
た
い

e
m

o
l

株
式
会
社
は
、
２
０
１
９
年
３

月
に
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
向
け
にA

I

チ
ャ
ッ

ト
で
会
話
し
な
が
ら
感
情
の
日
記
を
つ

け
るiO

S

ア
プ
リ
「e

m
o
l

」
の
開
発
・

運
営
の
た
め
設
立
さ
れ
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
プ

リ
と
し
て
心
理
学
の
大
学
研
究
室
と
の

共
同
研
究
で
開
発
し
た

版
に
、
想
定

以
上
の
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受

け
、
企
業
向
け
の
市
場
開
拓
な
ど
企
業

成
長
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

同
社
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
市
場
に
つ
い
て
、
次
の
理
由

か
ら
、
全
て
の
精
神
疾
患
患
者
に
適
切

な
治
療
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
と
い
う

社
会
課
題
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。

①

症
状
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

適
切
な
専
門
医
に
出
会
う
こ
と
が
難

し
い

②

認
知
行
動
療
法
が
望
ま
し
い
が
、
医

師
に
よ
る
十
分
な
療
法
を
処
置
す
る

た
め
に
は
時
間
が
か
か
る

③

医
師
以
外
の
認
知
行
動
療
法
の
実
施

は
保
険
診
療
適
用
外

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、A

I

ロ

ボ
と
会
話
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
感
情

と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
を

開
発
し
、
メ
ン
タ
ル
セ
ル
フ
ケ
ア
の
普

及
に
取
り
組
む
同
社C

O
O

の
武
川
大
輝

氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

個々人のメンタルヘルス問題をアプリで解決！

emol株式会社
代表取締役CEO 千頭 沙織

β
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emol株式会社
・設立：2019年
・資本金： 1,100万円
・従業員数：7名

・代表取締役CEO 千頭 沙織
・事業内容：メンタルヘルス関連サービス開発
・所在地：京都府京都市下京区中堂寺南町134 ASTEM棟 7F
・URL：https://emol.jp/

emolを導入するメリット

積
み
重
ね
る
実
証
実
験
で
確
立
を

目
指
す
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

現
在
同
社
が
推
し
進
め
て
い
る
の
が
、

対
人
で
は
な
く
ア
プ
リ
で
「
認
知
行
動

療
法
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
」
を
行
う
こ
と
で
、

従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
支

援
す
る
「e

m
o
l

fo
r

e
m

p
lo

ye
e

」
。

全
８
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
プ
リ

に
て
実
施
す
る
と
同
時
に
、
週
に
１
度

心
理
士
に
よ
る
ガ
イ
ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー

等
を
実
施
す
る
形
で
行
う
実
証
は
、
大

手
企
業
や
金
融
機
関
、
行
政
機
関
（
大

阪
府
、
京
都
市
、
神
戸
市
、
枚
方
市

等
）
な
ど
多
様
な
場
で
行
わ
れ
、
従
来

の
対
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
比
し
て
も

「
低
コ
ス
ト
」
「
気
軽
さ
」
「
高
い
完

遂
率
」
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

ま
た
同
ア
プ
リ
は
早
稲
田
大
学
人
間

科
学
部
・
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
の

大
月
友
准
教
授
研
究
室
と
の
共
同
開
発

が
ベ
ー
ス
。
学
術
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の

確
立
に
も
余
念
が
な
い
。

加
え
て
令
和
３
年
度
に
は
経
済
産
業

省
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
社
会
実
装

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
神
奈
川
県

平
塚
市
を
舞
台
に
「
産
後
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
に
よ
る
心
理
的
フ
レ
イ
ル
改
善
事

業
」
も
実
施
。

数
々
の
実
証
を
通
し
て
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
市
場
の
課
題
解
決
に
向
け
、

次
々
と
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

敢
え
て
の
「K

A
N

S
A

I

」
で
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
の
活
動

同
社
は
元
々
、
関
東
に
て
活
動
し
て

お
り
、
創
業
当
初
は
一
般
向
け
ア
プ
リ

と
し
て
開
発
を
進
め
て
き
た
面
も
あ
り

「
短
期
で
お
金
を
稼
ぐ
ア
プ
リ
」
が
評

価
さ
れ
る
中
で
戦
っ
て
き
た
。

し
か
し
関
西
に
移
り
感
じ
る
こ
と
は
、

腰
を
据
え
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
じ
っ

く
り
支
援
し
て
く
れ
る
体
制
の
充
実
。

元
々
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
分
野
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
育
て
る
土
壌
の
影
響

か
、
「
目
先
の
利
益
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

目
標
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

C
O

O

の
武
川
氏
は
語
る
。

世
界
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市

場
が
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
ア

メ
リ
カ
で
は
１
０
０
億
円
の
調
達
を
達

成
す
る
よ
う
な
事
例
も
珍
し
く
な
い
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
次
の
世
界

へ
」K

A
N

S
A

I

に
腰
を
据
え
た
同
社
の

躍
進
が
、
未
来
の
精
神
疾
患
治
療
の
新

た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
創
り
出
す
日
も

遠
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

COO 武川 大輝氏



＃オートファジー ＃健康寿命 #大阪大学発ベンチャー

株式会社AutoPhagyGO
KIZASHI
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産
業
界
と
の
橋
渡
し
に
よ
り
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
の
社
会
実
装
を

株
式
会
社A

u
to

P
h

a
g
yG

O

は
、
細
胞

の
新
陳
代
謝
と
有
害
物
除
去
の
作
用
を

起
こ
す
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
研
究
成
果

が
産
業
界
で
活
用
さ
れ
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
。

各
企
業
と
の
共
同
研
究
で
得
ら
れ
た

知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
提
供
。
企
業
間
の
コ
ラ
ボ
マ
ッ
チ

ン
グ
を
促
進
し
、
得
た
資
金
を
大
学
の

基
礎
・
臨
床
研
究
に
循
環
さ
せ
る
、
新

し
い
タ
イ
プ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
。

平
均
寿
命
は
世
界
で
も
有
数
で
あ
る

日
本
。
「
健
康
で
長
生
き
」
を
実
現
す

る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
な
か
、
同
社

は
こ
の
社
会
課
題
解
決
を
目
指
す
。

今
回
は
、
同
社
の
代
表
取
締
役
社
長

で
あ
る
石
堂
美
和
子
氏
に
お
話
を
伺
っ

た
。

オートファジーで健康寿命の延伸へ！

株式会社 AutoPhagyGO 代表取締役社長 石堂 美和子

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
は

私
た
ち
人
間
は
37

兆
個
の
細
胞
か
ら

で
き
て
い
る
。
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
は
、

細
胞
の
輸
送
・
分
解
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

行
う
仕
組
み
を
指
し
、
細
胞
の
健
康
を

維
持
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

マ
ウ
ス
で
の
動
物
実
験
で
、
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
を
止
め
る
と
1

日
で
死
亡
す

る
と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。
ま
た
、
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株式会社AutoPhagyGO
・設立：2019年
・資本金：2億1250万円
・従業員数：９名

・代表取締役社長 石堂 美和子
・事業内容：オートファジーに関する製品開発・製造など
・所在地：大阪府吹田市山田丘2-8
・URL： https://autophagygo.com/

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で
豊
か
な

老
後
を

石
堂
社
長
は
、
生
き
生
き
と
し
た
老

後
生
活
を
送
り
、
苦
し
む
こ
と
が
な
く

生
涯
を
終
え
る
人
々
が
増
え
る
よ
う
同

社
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
語

る
。
現
在
研
究
を
進
め
て
い
る
中
で
、

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
活
性
に
効
果
の
あ
る

素
材
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
今
後
は
そ

れ
ら
を
自
社
素
材
と
し
て
特
許
取
得
し

て
、
機
能
性
食
品
も
視
野
に
入
れ
て
世

に
出
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

オートファジーの仕組みのイメージ

歳
を
取
る
と
様
々
な
病
気
に
な
り
や
す

く
な
る
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
神

経
変
性
疾
患
な
ど
の
加
齢
性
疾
患
に
つ

い
て
も
、
一
部
は
老
化
に
よ
る
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
の
機
能
低
下
が
原
因
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
東
京
工
業
大
学
の
大

隅
良
典
教
授
が
そ
れ
ま
で
未
解
明
で

あ
っ
た
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
分
子
機
構

を
明
ら
か
に
し
、
人
間
の
生
理
的
意
義

に
つ
い
て
も
解
明
。
そ
の
研
究
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
６
年
に
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
賞
・
医
学
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

石
堂
氏
は
語
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も

研
究
・
技
術
は
先
行
し
て
い
る
が
、
ア

メ
リ
カ
・
中
国
と
比
べ
特
許
取
得
数
は

10

分
の
１
に
停
滞
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
も
次
々
と
立

ち
上
が
っ
て
お
り
、
我
が
国
に
お
い
て

も
研
究
と
産
業
界
と
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ

が
特
に
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
吉
森
教

授
を
中
心
に
日
本
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
、
事
業
化

を
目
的
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ア
・
製
薬

会
社
・
食
品
会
社
な
ど
様
々
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
画
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
計
２
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
て
お
り
、
産
業
界
、
大
学
関
係
者
か

ら
の
参
加
者
は
５
０
０
名
を
超
え
る
。

今
後
は
、
業
種
・
業
態
の
垣
根
を
越
え
、

参
画
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
予
定
だ
。

法
は
現
状
存
在
し
な
い
。
し
か
し
同
社

の
技
術
顧
問
で
あ
り
、
大
隅
研
究
室
で

の
助
教
授
の
経
験
も
あ
る
大
阪
大
学

吉

森
保
栄
誉
教
授
が
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の

測
定
方
法
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
同

社
で
は
世
界
最
高
水
準
の
測
定
の
実
施

が
可
能
。
こ
の
技
術
を
用
い
て
、
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
の
共
同
開
発
で
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
活
性
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
る
。

ま
た
同
社
は
、U

H
A

味
覚
糖
と
の
共

同
開
発
で
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
活
性
に
効

果
の
あ
る
食
品
素
材
を
利
用
し
た
サ
プ

リ
メ
ン
ト
を
販
売
し
て
い
る
。 (上)同社が目指すオープンイノベ

ーションプラットフォーム
(右)代表取締役社長

石堂 美和子氏

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
活
性
の
測
定
か
ら

関
連
す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

ま
でオ

ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
活
性
の
測
定
は
技

術
的
に
も
難
易
度
が
高
く
、
ヒ
ト
の
各

個
人
に
お
い
て
正
確
に
測
定
で
き
る
方

同
社
が
中
心
と
な
っ
て
紡
ぐ

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

現
状
で
は
、
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
存

在
は
未
だ
世
間
に
浸
透
し
て
い
な
い
と



＃屋内測位 ＃日米特許 #関西大学発ベンチャー

株式会社Phindex Technologies
KIZASHI

15

屋
内
測
位
技
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築

株
式
会
社P

h
in

d
e
x

T
e
c
h

n
o
lo

g
ie

s

は
、
屋
内
用
測
位
技
術
の
研
究
開
発
と

そ
れ
に
関
連
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設

計
、
製
造
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
我

が
国
で
も
企
業
内
の
工
場
のD

X
(

デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
屋
内

の
人
や
モ
ノ
の
位
置
情
報
を
高
精
度
で

か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
需
要
を
受
け
て
同
社
は
、

関
西
大
学
の
自
己
組
織
化
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
応
用
し
た
経
済
性
と
有
用
性
を
兼
ね

備
え
る
屋
内
用
測
位
技
術
を
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
化
。
個
人
が
身
に
付
け
る
小

型
デ
バ
イ
ス
と
位
置
情
報
利
用
シ
ス
テ

ム
を
組
み
合
わ
せ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
居
場
所
の
分
か
る
位
置
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
展
開
を
進
め
る
。

今
回
は
同
社
代
表
取
締
役
社
長
の
北

之
馬
貴
正
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

いつでもどこでも居場所の分かる世界一の
位置情報プラットフォーマーへ

株式会社Phindex Technologies
代表取締役 北之馬貴正

低
コ
ス
ト
・
高
精
度
の
測
位
技
術

位
置
情
報
測
位
サ
ー
ビ
ス
で
よ
く
使

用
さ
れ
て
い
る
の
はG

P
S

だ
が
、
屋
内

で
は
電
波
が
減
衰
し
、
精
度
が
下
が
る
。

ま
た
、W

i-F
i

や
ビ
ー
コ
ン
、
マ
イ
ク
ロ

波
な
ど
様
々
な
屋
内
用
測
位
技
術
が
あ

る
中
で
、
関
西
大
学
の
自
己
組
織
化
移

動
無
線
ノ
ー
ド
位
置
測
定
技
術(

日
米
特
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株式会社Phindex Technologies
・設立：2019年
・代表取締役 北之馬 貴正

・事業内容：屋内測位技術の研究開発及び関連するソフトウェアの設計、製造、販売
・所在地：大阪府吹田市千里山東3丁目10番1号 関西大学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創生ｾﾝﾀｰ210号室
・URL：https://www.phindex-tech.com/

同社が目指す位置情報の活用イメージ

脚注②

社
の
技
術
が
展
示
さ
れ
た
。
金
融
機
関

か
ら
測
位
技
術
を
探
し
て
い
る
企
業
が

あ
る
と
い
う
紹
介
を
受
け
た
の
が
き
っ

か
け
だ
。
展
示
会
に
お
い
て
は
、
同
社

の
屋
内
測
位
シ
ス
テ
ム
で
タ
グ
の
位
置

を
ア
プ
リ
上
で
確
認
す
る
こ
と
の
で
き

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
工
場
や
建
設
現
場
な
ど
で

の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
や
、
病
院
や
倉

庫
で
の
物
品
管
理
及
び
動
線
最
適
化
な

ど
の
位
置
情
報
を
利
用
し
た
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
加
え
、
個
人
用
デ

バ
イ
ス
等
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
開
発
に
つ

い
て
も
他
企
業
と
連
携
を
し
、
社
会
実

装
に
向
け
て
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

許
取
得
済
み)

を
用
い
た
屋
内
測
位
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「P

h
in

d
e
x

F
in

d
e
r｣

は
、
低
コ
ス
ト
か
つ
高
い
精
度
が
強
み
。

例
え
ば
従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、

定
点
に
設
置
し
た
ビ
ー
コ
ン
を
基
準
に

電
波
強
度
か
ら
位
置
を
推
定
し
測
位
す

る
た
め
、
大
量
の
設
備
が
必
要
と
な
る

が
、
同
社
の
シ
ス
テ
ム
は
、
定
点
測
位

設
備
と
個
別
デ
バ
イ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
隣
接
関
係
か
ら
位
置
を
推
定
す
る

た
め
、
最
小
で
３
点
の
定
点
ビ
ー
コ
ン

に
よ
っ
て
測
位
が
可
能
と
な
る
。
細
か

な
配
線
等
も
不
要
の
た
め
、
設
備
準
備

を
開
始
し
て
か
ら
１
時
間
程
度
で
測
位

を
開
始
す
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
か
、
初

期
投
資
費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も

抑
え
ら
れ
る
。

２
０
１
８
年
に
関
西
大
学
内
の
教
室

空
間
に
て
実
施
さ
れ
た
測
位
実
験
で
は
、

定
点
測
位
設
備
３
台
と
47

台
の
デ
バ
イ

ス
で
実
験
を
行
い
、
２
ｍ
弱
の
誤
差
で

測
位
が
で
き
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
屋
内
測
位
の
中
で
も
精
度

が
高
く
、
強
み
の
一
つ
で
あ
る
。

２
０
２
１
年
に
は
国
立
研
究
開
発

製
造
現
場
のD

X

化
の
後
押
し
を

我
が
国
に
お
い
て
も
製
造
現
場
へ
の

D
X

・
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
今
後
さ
ら
に

進
ん
で
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
人

と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
す
る
社
会
に
な
っ

て
い
く
に
は
、
位
置
情
報
に
よ
る
双
方

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で

あ
る
と
北
之
馬
社
長
は
語
る
。

同
社
の
技
術
で
わ
ず
か
な
設
備
か
ら

人
の
位
置
、
生
産
ラ
イ
ン
、
部
品
等
を

把
握
し
、
そ
の
情
報
を
基
に
ロ
ボ
ッ
ト

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に

生
産
性
向
上
が
見
込
め
る
。
ロ
ボ
ッ
ト

と
の
共
生
社
会
を
目
指
し
、
豊
か
な

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
社
会
を
実
現
す
る
べ

く
、
同
社
は
活
動
を
進
め
て
い
く
。

代表取締役 北之馬貴正氏

あ
ら
ゆ
る
業
種
と
の
連
携
で
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を

２
０
２
１
年
に
は
建
築D

X

展
に
て
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
無
線L

A
N

事
業
を
行

う
古
野
電
気
株
式
会
社
と
連
携
し
、
同

法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構(N

E
D

O
)

が
実
施
す
る

「S
B

IR

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ

れ
、
研
究
開
発
を
一
層
推
進
し
て
い
る
。
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使
用
済
み
食
用
油
を
環
境
に
優
し
い

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に

株
式
会
社
レ
ボ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
は
、
ふ
る
さ
と
の
川
や
湖
を
環
境

汚
染
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
１

９
９
５
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
母
体
。
１
９
９

９
年
か
ら
廃
食
用
油
を
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
す
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

き
っ
か
け
は
日
本
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
生
み
の
親
と
も
言
わ
れ
る

京
都
大
学
の
清
水
剛
夫
名
誉
教
授
の
指

導
に
よ
り
バ
イ
オ
燃
料
化
技
術
の
研
究

開
発
を
行
っ
た
こ
と
。
そ
こ
か
ら
京
都

市
と
と
も
に
各
家
庭
や
業
務
店
か
ら
使

用
済
み
の
食
用
油
を
引
き
取
り
、
環
境

に
優
し
い｢

C
-F

U
E

L
(

シ
ー
フ
ュ
ー
エ

ル)｣

へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
。
軽
油

代
替
燃
料
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
向

け
て
、
環
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

今
回
は
、
取
締
役
の
東
裕
一
郎
氏
に

お
話
を
伺
っ
た
。

使用済み食用油由来の再生可能エネルギー
を生み出すイノベーター

株式会社レボインターナショナル
代表取締役 越川 哲也

（※１）B○○
軽油に対して○○％バイオディーゼル燃料が配合されている燃料

（※２）SAF(Sustainable Aviation Fuel)
バイオマスや廃食用油など原料の生産・収集から、製造、燃焼までのライフサイクルでCO2排出量を大幅に削減し、既存の
インフラをそのまま活用できる持続可能な航空燃料

Ｂ
１
０
０(※

１)

の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料｢C

-F
U

E
L
｣

同
社
が
開
発
・
製
造
し
て
い
る｢

C
-

F
U

E
L

 ｣

は
、
使
用
済
み
食
用
油(

天
ぷ

ら
油
等)

に
メ
タ
ノ
ー
ル
を
加
え
、
化
学

反
応
を
起
こ
し
グ
リ
セ
リ
ン
を
取
り
除

く
こ
と
で
精
製
さ
れ
る
１
０
０
％
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
。
自
治
体
や
他
社
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次
世
代
に
繋
が
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
普
及
で
持
続
可
能
な

社
会
へ

今
後
、
前
述
し
た
Ｂ
１
０
０
の｢

C
-

F
U

E
L

 ｣

に
つ
い
て
は
、
リ
フ
ト
な
ど

産
業
用
機
械
の
燃
料
と
し
て
展
開
し
て

い
き
、
軽
油
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
を
5

％
混
合
し
た
Ｂ
5

の
燃
料
を

車
両
走
行
用
、
重
油
と
混
合
し
た
物
は

船
舶
用
の
燃
料
と
し
て
活
用
予
定
。

ま
た
、
次
世
代
型
バ
イ
オ
燃
料
の
製

造
開
発
に
も
取
り
組
む
。
次
世
代
型
バ

イ
オ
燃
料
と
は
、
石
油
と
組
成
の
異
な

る
従
来
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

は
違
い
、
軽
油
な
ど
石
油
由
来
燃
料
と

同
様
の
炭
化
水
素
組
成
の
た
め
、
現
在

の
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
そ
の
ま
ま
で
使

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
で
、
同
社
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
未
来
の
人
々
が

夢
を
持
て
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
を

目
指
し
て
い
く
。

と
比
べ
て
も
、
生
産
能
力
に
長
け
て
お

り
、
日
量
３
０
，
０
０
０

の
生
産
が

可
能
な
国
内
最
大
の
プ
ラ
ン
ト
を
備
え

て
い
る
。
ま
た
、｢

C
-F

U
E

L
 ｣

製
造
の

際
に
生
ま
れ
る
グ
リ
セ
リ
ン
に
つ
い
て

も
プ
ラ
ン
ト
稼
働
の
為
の
燃
料
と
し
て

１
０
０
％
再
利
用
し
て
お
り
、
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
自
然
界
へ
の
排
出
ゼ

ロ
）
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
し
て
い
る
。

２
０
０
５
年
に
同
社
社
長
の
越
川
哲

也
氏
が｢

C
-F

U
E

L
 ｣

を
使
用
し
て
レ
ー

ス
に
出
場
し
よ
う
と
元
Ｆ
１
レ
ー
サ
ー

の
片
山
右
京
氏
に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、

環
境
改
善
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
片
山
氏
の
思
い
と
合
致
。
２
０
０
７

年
に｢

リ
ス
ボ
ン
ダ
カ
ー
ル
ラ
リ
ー｣
に

て
、｢

C
-F

U
E

L
 ｣

１
０
０
％
使
用
車
で

完
走
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
で
同

レ
ー
ス
を
完
走
し
た
の
は
当
時
世
界
初

と
な
り｢

C
-F

U
E

L
 ｣

の
性
能
の
高
さ
を

世
界
に
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
企
業
や
地
域
と
も
密
接
な
連
携
を

同
社
は
２
０
２
２
年
３
月
２
日
、
代

替
航
空
燃
料
「S

A
F

（
サ
フ
）(※

２)

」
の
国
産
化
を
目
指
し
日
揮
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
全
日
本
空
輸
、
日
本
航

空
と
共
同
で
有
志
団
体
「A

C
T

 F
O

R
 

S
K

Y
 

（
ア
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
カ
イ
）
」
を

設
立
し
た
。
同
団
体
は
国
産S

A
F

の
商

用
化
や
普
及
、
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

ま
た
、
京
都
府
内
の
小
学
生
を
対
象

に
児
童
の
環
境
保
全
へ
の
意
識
向
上
を

目
的
と
し
て
、
実
際
に
小
学
校
に
出
向

き
、
「C

-F
U

E
L

」
の
製
造
工
程
の
授

業
や
「C

-F
U

E
L

」
を
燃
料
と
す
る

カ
ー
ト
の
試
乗
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

環
境
保
全
を
身
近
な
も
の
と
し
て
意
識

し
て
も
ら
う
よ
う
取
組
を
継
続
し
て
い

る
。

(右) 取締役 東 裕一郎氏

(中) C-FUELの製造プラント

(左)環境啓発活動の様子

ℓ



今回、本誌で取り上げた各企業は、中長期的な視点で自社の技術・製品を実証・実装させてい

くことで、社会の様々な課題を解決し、人々が快適に暮らすことができる社会を創っていこうと

奮闘されています。

そのような企業の挑戦を後押しするべく、本誌を通じて「社会課題解決を目指す企業の想い」

の熱量を少しでも読者のみなさまに感じていただき、共に未来を目指す新たな出会いにつながっ

たり、予定調和のないイノベーションへとつながるきっかけの一つとなると嬉しく思います。

最後になりましたが、本誌の作成・編集にあたり御協力いただいた企業のみなさまに御礼申し

上げるとともに、本誌が皆様のステークホルダーに届き、皆様のビジネスの一助となること、そ

して同じように未来を見据えて挑戦する企業の皆様の励みになれば幸いです。

「兆：KIZASHI 」について
編集後記

バックナンバーのご紹介

Vol.1 当局若手職員が注目した企業編 2019.5

Vol.2 オープンファクトリー編 2019.6

Vol.3 社員も会社も輝く企業編 2019.7

Vol.4 20代の起業家編 2019.9

Vol.5 2019上半期特別編 2019.1

Vol.6 新たな価値を生み出すコネクター編 2019.12

Vol.7 尖る中小企業のブランディング編 2020.2

Vol.8 食品ロス削減に貢献する企業編 2020.3

Vol.9 商工会議所（地域の取組）編 2020.5

Vol.10 社会変化に対応する働き方編 2020.7

Vol.11 新たな日常に向き合うビジネス編 2020.1

Vol.12 オープンファクトリーver.2編 2021.2

Vol.13 プラスチック問題を解決する10の企業編 2021.7

Vol.14 手仕事が欠かせないものづくり編 2021.9

Vol.15 コロナに負けない小売・流通・サービスの前向きデジタル活用編 2021.11

Vol.16 今、スポーツが熱い～スポーツシーンを支える関西の中小企業～編 2022.1

Vol.17 中小企業の成長を支える自治体等施策編 2022.2

Vol.18 8 future technologies in Kansai – シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 01 - 2022.10

19

https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei1.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei2.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei3.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei4.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei5.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei6.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei7.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei8.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei9.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei10.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei11.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei12.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei13.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei14.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei15.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei16.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei17.html
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jirei18.html


K I Z A S H I

VOL . 19
社会課題解決とともに成長する企業編 - シリーズ：2025の先に待つ未来を描く 02 -

[関西おもしろ企業事例集 - 企業訪問から見える新たな兆（きざし）-]

2022年12月19日 発行

発行者 経済産業省近畿経済産業局 中小企業政策調査課/イノベーション推進室
〒540-8535 大阪府大阪市中央区大手前1-5-44
担当 TEL.06-6966-6057

E-mail：bzl-kin-chushokigyoseisaku@meti.go.jp
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jireitop.html
https://smepprd-kansai-meti-gov.note.jp/

本誌に関するお問い合わせは上記連絡先までご連絡ください。

mailto:bzl-kin-chushokigyoseisaku@meti.go.jp
https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/jirei/jireitop.html
https://smepprd-kansai-meti-gov.note.jp/



	221219jirei.pdf
	2in1_info.pdf
	221020jirei_2in1.pdf

	221219jirei



